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プロフィール

• 池田良穂(いけだ よしほ)

• 1950年北海道生まれ、港町室蘭で育つ

• 1973年大阪府立大学工学部船舶工学科卒業

• 1979年同大学大学院博士課程修了

• 1978年～同大学助手、講師、助教授、教授、工学研究科長・工学部長

• 2015年定年退職、同大学名誉教授・大阪経済法科大学客員教授

• 2021年大阪府立大学客員教授

• 2022年大阪公立大学客員教授

• 日本クルーズ&フェリー学会前会長・現事務局長、日本船舶海洋工学会元副会長

• 現在、全国クルーズ活性化会議顧問、クルーズ・オブ・ザ・イヤー選考委員長、シップ・
オブ・ザ・イヤー選考委員長等を務める。

• 船舶関連の著書多数: 

船の基本-船のスペシャリストを目指すための入門書-、海文堂出版、2023.10

最新図解 船の科学、講談社ブルーバックス、2023.6

基礎から学ぶ クルーズビジネス、海文堂出版、2018.4

基礎から学ぶ 海運と港湾、海文堂出版、2021.7(第2版)



クルーズ産業の変遷

• 1960後半～1970年代: 定期客船の時代の終焉
: クルーズ客船の時代へ

• 1980年代: 伝統的クルーズの衰退
: 現代クルーズの急伸(クルーズの大衆化)

• 1990年代: クルーズ客船の大型化・大定員化
高級クルーズ船のブティック化

• 2020年代: 高級クルーズ客船建造数の急増
クルーズ客船の多様化
超大型クルーズ客船内に高級クラスの
併設が増加(MSCのヨットクラブ)



伝統的クルーズ ラグジュアリ－・クラス
 (大洋横断定期客船の1等が原点)

  高齢の富裕階層向け
長期・高価
ワールドワイド・不定期

現代クルーズ カジュアル・クラス
 (1960年代後半カリブ海発祥)

一般大衆・現役世代・家族
短期・安価
固定水域・定点定期

クルーズの2種類のビジネスモデル

プレミアム・クラス



世界のクルーズ人口の推移→現代クルーズの導
入とともに各国でクルーズマーケットが急成長!!
クルーズ人口/国の人口(%)



なぜ、リーズナブルプライスが
実現できたのか?

• 規模の経済の活用
大規模船隊の運用; 1グループ・社で30～100隻

船の大型化; 2万総トン(1000人)⇒25万総トン(6000人)

• 広域マーケットの開発
フライ&クルーズ

トレイン・カー&クルーズ

• 安価な労働力の活用
便宜置籍船⇒

フィリピン人・インドネシア人・カリブ海諸国等船員の雇用

• 短い定点定期クルーズの実施
効率の良いオペレーション



リーズナブルプライス以外の成功要因

• 全世代に受け入れられる船内コンテンツの選択の自
由度の広さ

• 定点定期⇒いつでも乗りやすい

• 短期(1週間が基本)⇒現役世代でも乗れる

• 航空機との連携(フライ&クルーズ)⇒期間の短縮、
たいくつな移動時間の短縮

• 各地のクルーズ・オンリー・トラベルエイジェンシーの
育成⇒クルーズの認知度の向上、口コミの重要性

• 陸上レジャーに負けないコストパフォーマンス

⇒移動・宿泊・食事・エンターテイメントまで含

んだオールインクルーシィブ



超大型カジュアル船 = 動く Ｉ Ｒ
1泊当たり100ドルから!!

オアシス・オブ・ザ・シーズ 23万総トン、
旅客定員6780名

メインダイニング

和食レストラン

サンデッキ↓と船上公園↑

エンターテイメント

カジノ

・オールインクルーシィブ
・リーズナブルプライス
・フリーダム・オブ・チョイス



現代クルーズの世界展開
• アメリカ国内での展開 (1970～80年代)

カリブ海→アラスカ→バミューダ・カナダ

• ヨーロッパへの展開(1990年代)

各地の伝統的クルーズを駆逐(例えばギリシャ)

• オセアニア

• 南米

• 中東

• 東南アジア

•東アジア への展開(2006年～)

    中国のクルーズ人口; 300万人へ急成長

日本のクルーズ人口; 30万人

台湾のクルーズ人口; 90万人



日本のクルーズ人口の推移

日本船内航クルーズ

外国船外航クルーズ

日本船外航クルーズ



日本マーケット内のカジュアルクルーズの成長は?



日本発着クルーズにも現代クルーズ客船が稼働(2013年から)





このクルーズに乗船して分かったこと

• フライ&クルーズの活用で旅行期間の短期化

⇒現役世代の取り込みに成功

• 大型・大定員船を使うことで料金の低廉化

⇒規模の経済効果の活用

• フライ&クルーズ⇒ソースマーケットを全国に拡大
(関東、関西、九州、韓国)

• インターポーティングの導入⇒ソースマーケットの国
際的な拡大が可能に(日本と台湾)

• 食事のカスタマイズ: 少量化+牛肉使用の減少

         ⇒無駄なコストの削減、フードロスの削減



世界のクルーズ業界の現状(2023年)

• クルーズ人口３２００万人 (2019年比 +7%)

内訳:北米1810万人(+18%)、欧州820万人(+7%)、

アジア230万人(－38%)、オセアニア134万人(－1%)

• クルーズ客の平均年齢 46才

• 家族連れ比率: 39% (2世代家族28%、3世代家族11%)

• 経済効果(CLIA予測): $207billion(31兆円 $1=150円換算)

• 雇用 120万人
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世界のクルーズ人口の推移

新型コロナ禍



新型コロナ禍後の
クルーズマーケット
の変化

クルーズ客船下段ベッド数

ラグジュアリ プレミアム カジュアル

31.3%
64.3%

4.4%

クルーズ客船隻数

ラグジュアリ プレミアム カジュアル

30%

50%

2022年現在
供給量

19%

池田良穂著:基礎から学ぶクルーズ
ビジネス、海文堂出版

新型コロナ禍前

新型コロナ禍後

プレミアム 倍増
カジュアル 微減



訪日クルーズ客の消費額
2023年度(観光庁調査)

• 訪日外国人 1人・1泊当たりの旅行支出: 20,803円

(内訳: 宿泊費7201円、飲食費4705円、交通費2371円、

娯楽サービス費1064円、買物代5465円)

• クルーズ客 1人・1泊当たりの旅行支出: 29,347円 (+40%)

  (内訳: 宿泊費7円、飲食費2767円、交通費1013円、

娯楽サービス費394円、買物代25166円)

クルーズの経済効果



新造クルーズ客船への期待

世界最大のクルーズ客船 Icon of the Seas (25万総トン)

郵船クルーズの新造中のクルーズ客船「飛鳥Ⅲ」
ユートピア・オブ・
ザ・シーズ 23万総トン

中国国産 アドラ・マジック・シティ

新造船発注量(2023.4現在) 計81隻
内訳: 超大型船: 27隻、大型船:26隻、

                小型船:28隻



日本籍カジュアル船実現化構想(2018.4 池田)

           (日本クルーズ&フェリー学会誌Cruise & Ferry No.21 掲載)

◆建造船: 50,000GT級

• 建造費:400億円

  (旅行業界・海運業界・造船業界・舶用機器業界・港湾協会等、関連

事業によるファンド+ 乗船客からのクラウドファンデング)

(大災害時の支援船機能)

  (国際研修船、環境学習船、洋上大学機能)

• 乗組員: 運航要員(100人)+ サービス要員(=旅客定員/3)

• クルーズ料金の目標: 平均16,000円/泊 (13,000～50,000円/泊)

• 目標: 2023年に第1隻目

2028年までに第2、3隻目

• 日本の造船業の技術力向上
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